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学校教育目標 

「賢く  優しく 逞しく」  夢や目標に向かってチャレンジする児童の育成 
 

 

 

学校 HP 

中部小ルール「しろた」 

し…しっかりそうじ 

ろ…ろうかはしずかに 

た…たくさんあいさつ 

 

 出席ありがとうございました  日曜参観（６月１５日） 
 たくさんの保護者の方々に参観していただき、ありがとうございました。１５３名の方に出席していただき、特に低学年はほとん

どのご家庭からも出席していただいておりました。とてもありがたく思いました。児童も保護者の方に学習している様子を参観し

ていただき、うれしそうな顔をしていました。とても励みになったことと思います。         （授業の様子より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 PTA 主催の教育講演会「ヤクルト健康教育～ウン知育教室～」にも、約９０名の保護者の方に参加していただき、

PTA厚生・施設委員会の方々も教職員もとてもうれしく思いました。 

            

 １年生 国語「つぼみくいずをしよう」      ２年生 道徳「こだぬきぽん」 

  腸の長さはどれくらい？             すぐできる おなか元気体操 

 ★おなか元気生活のポイント 

・早ね 

・早おき 

・朝ごはん 

・朝うんち 

 おなか（腸）の中にはいろいろな菌がすんでいます。 

菌は、人の健康に役立つ良い菌と、人の健康を害する悪い菌に

大きく分けられます。 

 ヨーグルトや、みそ、納豆などの発酵食品には良い菌が多く

含まれています。おなかの健康のためには良い菌がとても大切

です。 

 

おなかの健康をうんちでチェックしていますか？ 

うんちは、おなかからのお便りです。    ※ヤクルトリーフレット「おなか元気教室」より 

出てくるうんちで、おなかの中の様子が分かります。   

 

 

 

 

やわらかうんち         良いうんち          かたいうんち 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆月行事予定は、PTA総会資料に添付している年間行事予定表、または学校 HPの「行事予定」の中の「令和 7年度年間計画」 

か「イベントカレンダー」をご覧ください。 

 

 見事！準優勝！ 
子供自転車県大会 

 「第５７回交通安全子供自転車佐賀大会」が、６月２１日（土）、佐賀市の大和町勤労者体育センターで

開かれました。この大会は、県内各地から４人１組の５校６チームが出場しました。交通規則や道路標識、

自転車の安全な乗り方に関する知識が問われる学科と、S字走行やピンの間を抜けるスラローム走行などの

技能走行の審査が行われました。 

 本校からは、６年生の垣永蒼汰さん、城野慶次郎さん、樋口優妃さん、松尾泰武さんの４人が出場しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

      学科              デコボコ道走行        S字走行 

 

 

 

 

 

 

 

    ２枚の板のり走行          スラローム走行          表彰 

 審査員や保護者、学校関係者等たくさんの大人が見ている中での競技は、ものすごく緊張したことだろう

と思います。そのような中でも、４人とも交通安全協会の方に教えていただいたことを十分発揮し、力を出

し切ったと思います。６年生４人が、「自転車大会に出場してみよう！」とチャレンジする気持ちと真剣に

練習に取り組む姿勢が、準優勝という見事な結果に繋がったと思います。 

ご家庭で、スマホ利用のルールを作っていますか？ 
 情報モラル 5 つの柱の中でも、特に「安

全への知恵」の重要性を感じます。情報発信

や情報をやりとりする場合のマナー・ルー

ルを守ること、何がマナー・ルールに反する

行為なのかを知り、その行為を絶対に行わ

ないことが大切です。 

 トラブルを起こさない、巻き込まれない

ためにも、親子でマナー・ルールについて話

し合い、ご家庭でのルールを作っておきま

しょう。 

※自分のスマホを持っている児童もいれば、保護者のスマホを使っている児童もいます。「LINE」はすぐ

に連絡を取り合うには便利なアプリです。しかし、書き込みの内容によっては相手を傷つけてしまうこと

になりうることを忘れてはなりません。便利なアプリも使う人次第で変わります。 


